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精神科医 沼田真一氏  

 

 平成２８年度第３回理事会が、川崎市教育会館において開催された。今回の理事会の大きな特色は、平成２９年度予算案

の提案である。これまでこの予算案は６月の総会に於いて提案されてきたが、４月５月の予算執行の不具合から改正された

ものである。各事業所の活動も活性化されることが期待される。また、これまで一括して事務局で行ってきた事業報告は、

各事業担当が行った。事業担当者の思いが伝わり、各理事からも好評を得た。 1号議案28年度事業報告、2号議案29年

度事業計画、3号議案29年度予算、4号議案29年度組織編成及び業務内容のすべてが承認され、29年度を迎える。 

 ３月８日（水）保護者、学校関係者 

ＮＰＯサポートセンター職員が参加

し、大山街道ふるさと館探検クラブ研

究発表会が開ふ催された。大きな模造

紙に、研究のきっかけ、方法、まとめ

など子どもたちの力作が発表された。

担当の安原陽子さん、高橋和―さんの

指導の成果が垣間見られた。 

 

 

司会進行の安原陽子氏 

指導講評：宮田進顧問 
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 曜 主 な 行 事 

 １ 土  

 ２ 日  

 ３ 月 こどもサポート旭町開始 

 ４ 火 こどもサポート南野川開始 

 ５ 水  

 ６ 木  

 ７ 金  

 ８ 土  

 ９ 日  

１０ 月  

１１ 火 学習支援川崎・幸・日吉開始 

１２ 水 研究部会、学習支援宮前・有馬開始 

１３ 木 学習支援川崎・幸・日吉開始 

１４ 金 事務局長・次長会１１時、事務局会１３時 

役員会１５時 

学習支援宮前・有馬 

１５ 土 サイエンスキッズ打合せ 

１６ 日  

１７ 月  

１８ 火 学習支援川崎・幸・日吉 

１９ 水 学習相談部会・全体会、 

学習支援宮前・有馬、日本語支援東小倉 

２０ 木 学習支援川崎・幸・日吉 

２１ 金 学習支援宮前・有馬 

２２ 土  

２３ 日  

２４ 月  

２５ 火 学習支援川崎・幸・日吉 

初任者研修等指導員協議会① 

２６ 水 学習支援宮前・有馬 

日本語支援東小倉 

２７ 木     学習支援川崎・幸・日吉 

２８ 金 学習支援宮前・有馬 

２９ 土 昭和の日 

３０ 日  

   

 

２９年 ４月 の 行 事 予 定 

 

 

 平成２９年度教育活動・特別

支援サポーターの登録が３月１

３日（月）３月１７日(金)の両日

川崎市教育会館で行われた。本

告事務局長よりサポーターとし

ての心構え、担当の牧田理事、

相川理事より、事務手続きの説

明があった。 

 今年より、謝金振込が教育委

員会となるため、事務局はその

準備に対応している 

登録者数638人を予定 

 

 
 

 

 

 平成28年度をもって11人の正会員が退任されました。宮

ノ下の木下敏美様、葛籠貫浩治様、三島洋子様、簗部敬彦様、

旭町の小林公子様、宮内玲様、ふるさと館の爲谷貞義様、寺

子屋上作延の東頼孝様、学習支援宮前教室の村尾讓治様、サ

イエンスキッズの森山泉様、教育会館の山木利之様です。「子

たちに力を」の支えに感謝いたします。今後も、サポートセ

ンターへのご支援を賜ります。 

【写真は、所員会でご挨拶をいただいた方々です】 

科学も大切爲谷氏 
仏師の葛籠貫氏 

騎士志望簗部氏 

野球人生森山氏 写真家木下氏 
旭町母の宮内氏 

            平成２９年度がスタートし

た。「子たちに力を」を合い言

葉に、全所員が各事業所を中 

心に取り組むのであるが、ここで今一度振り返りたい 

ことは、「定款の目的」である。内容は抽象的で漠然と 

した事柄だが、サポートセンター設立に携わった方  々

の思いと認定ＮＰＯ法人取得のための基本条件が盛ら 

れたものであることを確認したい。即ち、私たちの仕 

事は「寄与」することであることを。 

「だれに、いつ、どのように、寄与できるのか」こ 

の一年、心の隅に置いて仕事に携わりたいものである。 

 

あとがき 


